
(1)みえ労連新聞9月 号

行事予定
9月17日(月 ・祝)中 勢母親大会

9月21日(金)～23日(日)サ マーセ ミナーin石 川

9月23日(日)南 勢ユニオン定期総会

9月24日(月)～ 自治体懇談が始 ま ります

9月27日(木)北 勢ユニオン定期総会

10月7日(日)建 交 労県本 部定 期大 会
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ー共同、ずず働δう

み
え
莞
漣
、
第

24

回
定
期
六
会
開
催
'

み
え
労
連

は
、

8
月

5
日

(日
)
に
サ

ン
ワ
ー
ク
津

(津
市
)

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

発
言
者
は

14
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
単
産

・
単
組

の
活
動
報
告
、

発
言
さ
れ
ま
し
た
。
議
案

は
提
案

通
り
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

で
、
第

24
回
定
期
大

大
会
議
案
に

つ
い
て

議
長
団
に
は
自
治
労
連
加

藤
代
議
員
、
生
協
労
連
福
島

代
議
員
が

選
任
さ
れ
ま

し

た
。議
事
運
営
委
員
に
は
、
中

勢
地
域
労
組
伊
藤
代
議
員
、

医
労
連
浜
中
代
議
員
、
三
好

み
え
労
連
幹
事
を
、
資
格
審

査
委
員
国
公
労
連
鍬
田
代
議

員
、
年
金
者
組
合
飯
田
代
議

員
、
瀬
尾
み
え
労
連
幹
事
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

…
み
え
労
連
議
長
挨
拶

安

全

社

会

の

実

現

を
、

ス

ロ
ー
ガ

ン
と
し
た
。

一
点
課
題

で

の
土
ハ闘

が
広

が

っ
て

い
る
。
官
邸
前

で
の

怒

り
に
基
づ
く
行
動

は
市

民

が

自
ら

の
意
志

で
参
加
し
、

こ
れ
が
全
国

に
広

が

っ
て
い

る
。課
題

は
い

っ
ぱ

い
あ
る
が

怒

り

に
基

づ

く

取

り

組

み

を
、

組
合

結
集

に

つ
な
げ

る

努
力
を
し
て

い
き
た

い
。

災
害
対
策
に
役
立

つ
公
衆

電
話
数

の
維
持
を
要
求
し
て

き
た
が
、

23
万
台

(全
国
)

で
下
げ
止
ま
り
と
な

っ
て
い

る
。
震
災
対
策
が
ら
み
で
衛

星
電
話
も
配
備
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
い
る
。

タ
ー
ト
し

て
1
1
8
0
人
ま

で
増
え

て
き
た
。

ト

ワ
イ

ラ

イ
ト
メ
ー
デ
ー
は

5
回
目
と

な

っ
て
い
る
。

春
闘
学
習
会

で
組
織

の
報

告

は
若

い
組
合
員
か
ら

の
発

言
が
多
く
あ

っ
た
。

教
育
ネ

ッ
ト

の
調
査

で
は

先

生

の
4
人
に

1
人
は
非
正

規
教
員

の
状
態
。

1
0
0
0

枚

の

ア

ン
ケ

ー
ト

を

配

っ

た
。

議
案
討
論

に
1
4
人
が

…
地
域
に
根
ざ

し
た
運
動

…

青
年
部
の
活
動
に

参
加
者
多
数

r'
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 遭蕊

可

・

みえ労連第24回 定期大会で団結ガンバロウ!

仲
間
増
や
し
す
す
む

8
月

31

日
に
野
田
内
閣

が
日
本
再
生
戦
略
を
策
定
し

た
。
労
働
分
野
で
は
有
期
雇

用
中
心
の
雇
用
制
度
提
言
し

て
い
る
。
こ
ん
な
決
定
を
許

す
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
最

大
の
闘
争
課
題
と
し
て
い
く

こ
と
と
な
る
。

藁

'

中勢労組 日東電工支部

 

…
来
賓
挨
拶

第
三
銀
行
従
業
員
組
合
浜

口
副
委
員
長
、
新
日
本
婦
人

の
会
三
重
県
本
部

西
川
会

長
、
日
本
土
ハ産
党
県
委
員
会

岡
野
県
委
員
に
続

い
て
全
労

連
江
花
常
任
幹
事
が
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。

中
勢
地
域
労
組
日
東
電
工

…"
支
部

の
井
伊
代
議
員
は
、
長

い
人
は

20

年
以
上
働

い
て

い
る
が
賃
下
げ
で

マ
イ
ホ
ー

ム
を
手
放
し
た
人
も
出
て
き

て
い
た
。

不
満
だ
ら
け
で
、
2
月
に

中
勢
地
域
労
組
に
相
談
し
て

労
組
を
立
ち
上
げ
た
。
仲
間

を
増
や
し
な
が
ら
公
然
化
し

90
人
を
超
え
た
。
80
人
も
の

組
合
員
が
参
加
す
る
文
字
通

り
の
団
交
を
し
て
い
る
。
3

回
の
団
交
で
い
く

つ
か
要
求

が
通

っ
た
。

6
月
の
契
約
更
新
拒
否
を

心
配
し
た
が
全
員
更
改
で
き

た

こ
と

は
大

き
な
自
信

に

な

っ
た
。

労

働
相
談
を

主
体

に
活

動
。
組
合
活
動
も
お
金
が
な

い
と
行
動
で
き
な
い
。
拡
大

す
る
こ
と
で
活
動
の
原
資
と

な
る
。
組
…織
拡
大
が
で
き
た

ら
み
え
労
連

へ
の
上
納
を
優

先
し
て
い
る
。
日
東
電
工
支

部
が
で
き
て
1
2
0
人
の
組

合
員
に
な
り
上
納
を
大
幅
に

引
き
上
げ
た
。

ま
た
、
日
東
電
工
の
組
合

旗
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
で
き
る
よ

う
に
な

っ
た
。

南
勢

労
連

は
、
昨
年

発

足

し
、
毎
月

の
カ
ラ
ォ
ケ
、
P

C

講
座

に
取
り
組
ん

で
い
る
。

春

闘

で
は
、
格
差
と
貧

困

が
見
え

る
よ
う

に
取

り
組

ん

だ
が
、
怒

り
を
ぶ

つ
け

ら

れ

な

い
も

ど

か

し

さ

が

語

ら

れ
、
自
ら
が

行
動
を
起

こ
す

こ
と
を
確
認

し
た
。

最
賃

に
カ
を

入
れ
、
意

見

陳
述
、
傍
聴
、
異
議
申

し
立

て

な
ど
を

人
数

も
出

し
て
取

り

組
ん
で
い
る
。

地
域

医
療

を
守

る
運
動

で

は
市
民

を
巻

き
込
ん
だ
取

り

組
み
と
な

っ
て
き

て
い
る
。

…

闘
い
の
成
果
現
れ
る

,月

医労連

大嶽代議員

 

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行
い
、
看

護
協
会
と
懇
談
し
た
。
認
識

の
違

い
は
あ

る
が
看
護
師

の
定
着

を
求
め

て

一
緒

に

考
え
た

い
と

一
致
し
た
。

看
護
師
の
労
働
条
件
の
確

保
を
訴
え
た
。

青
年
部

の
取
り
組
み
で
6

月

10

日
に
新

入
職
員
歓
迎

会
を
開
催
。

66

人
も
集

ま

り
、
う
れ
し
い
悲
鳴
と
な

っ

た
。
実
行
委
員
の
み
な
さ
ん

が

「楽
し
か

っ
た
」
と
言

っ
て

く
れ
た
の
が
う
れ
し
い
。

春
闘
学
習
会
で
活
性
化

…

…
全
労
連
江
花
常
任
ご
挨
拶

…

県
労
連

に
結
集

さ
れ
、
国

民
生

活
を
守

る
た
め

に
連

日

奮

闘

い
た

だ

い

て

い

る

こ

と
、
自
治
体
キ

ャ
ラ
バ

ン
、
対

話

・
協
同
な
ど

で
全
労
連

運

動

の

一
つ

の
典

型

例

を

つ

く

っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
と

こ
ろ
に
敬
意
を
表
し
た

い
。

全
労
連
大
会

で
は
、
安

心

…

争
議

の
訴
え

・
報
告

…
11

活
動
の
原
資
を
組
織
拡

大
で
確
保

通信労組

中川代言義員

 

N

T

T

の

10

万

人
合

理

化

は
、
す
さ
ま
じ

い
。
県
内

に

1
0
0
0
人

い
る
関
係
者

の

う
ち

N
T

T
本
体

の
社
員

は

30

人
ぐ
ら

い
し
か

い
な

い
。

こ
の
攻
撃

を

一
定
跳
ね
返

し

て

一
段
落

し
た
が
、
新
た

な
攻
撃
も
始
ま

っ
た
。

北勢労連

吉田代議員

ら も 人 こ 役
つ 若 が と員 大

噴 繋覆

1聯
瓢 奪惹訳

休
憩
時
間
を
使

っ
て
争
議

の
訴
え
が
行

な
わ
れ
ま

し

た
。パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
不
当
解
雇

争
議
、
社
会
保
険
庁
に
よ
る

不
当
解
雇
争
議
の
現
状
報
告

と
訴
え
が
あ
り
、
満
場
の
拍

手
で
激
励
し
ま
し
た
。

名
タ
ク
裁
判
和
解
、
中
勢

採
石
販
売
協
同
組
合
で
の
不

当
解
雇
事
件
の
労
働
審
判
和

解
勝
利
の
報
告
が
さ
れ
、
こ

れ
も
心
の
こ
も

っ
た
拍
手
で

祝
福
し
ま
し
た
。



(2)みえ労連新聞9月 号

議
団
億
琶
の
対
講
ε
巽
同
晦
進
.砺
τ
幅
広
伽
運
顛
晦

県
政
を
動
か
し
た
運
動

乾 動

自治労連

小宮代議員

 

県
が
学
童
保
育

の
補
助
金

12
%
削
減

を
提
案
し
た
と

い
う
新
聞
報
道
を
き

っ
か
け

に
県
内

の
学
童

に
呼
び

か

け
、
5
0
0
名

の
当
事
者
名

で
知
事
要
請
。
自
治
体
議
会

も
動
か
し
、
県
議
会
で
も
撤

回
を
要
請
し
た
。
案
は
採
決

さ
れ
た
が
県
知
事
は

「補
正

予
算
で
穴
埋
め
を
す
る
」
こ

と
を
確
約
し
た
。

こ
の
成
果
を
県
内

の
全
学

童
保
育
関
係
者
に
送
り
、
組

合
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

い
方
針
を
出
す
。
結
局
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
は
さ
け
ら

れ
な
い
。

,脚魂

名
の
生
徒
と
同
数
の
教
職
員

数
が
必
要
で
、
校
舎
建
設
費

用

の
捻
出

に
苦
慮

し

て
い

る
。
建
設
カ
ン
パ
を
お
願
い

し
た
い
。

子
供
た
ち
の
就
職
後
ア
フ

タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
担
当
し
て

い
る
。
障
害
者
雇
用
は
厳
し

い
が
、

一
人
ひ
と
り
に
寄
り

添

っ
て
あ
げ
る
こ
と
で
継
続

で
き
る
可
能
性
が
広
が
る
。

保
育
新
シ

ス
テ
ム

へ
の

取
り
組
み

対
話
と
共
同
を

実
践
し
て
き
た
経
験

勝

自治労連

力[1糸内イ」℃言義員

自治労連

新家代議員

 

卒
業
生
の
就
職
支
援
を

し

聖母の家

山下代議員

 

聖
母
の
家
学
園
は
知
的
障

害
者
を
対
象
と
し
て
い
る
特

別
支
援
学
校

で
全
国
に

14

あ
る
私
立
校

の
ひ
と
つ
。
90

三 重 県 の 最 賃724円 に

8月22日(水)三 重地方最賃審

議会が開催 され、7円引き上げ、

724円 とす ることが決定 され

た。みえ労連 ・南勢労連 ・南勢
ユ ニオ ンが提 出した異議申出

に対 し、使用者委員は饒舌に反

対意見 を表明。労働者 委員 は
「議論を尽 くして決めた。これ み

以上検討は必要ない」 と一言。 聰冗

日本母親大会

蔀 鑓 聾遥

労

ト

T
P
P
、
消
費
税
と

原
発

に

つ
い
て
対
応

し
て
き

た
。

全
労
連
が
提
起

し
た
取

り
組

み
を
実
践

し
て
お
り
、

T
P

P
で
は
農
協
、
医
師
会
と

の

共
同
を
行

っ
て
き
た
。

T
P

P
で
は

J
A
、
林
業
、
漁
協
と

の
協
同
が
全
国

で
は

み
ら
れ

て
い
る
。

三
重

で
も
余
地
が

あ
る
。
組

織

拡

大

で

は
、
ア

ン

ケ

ー

ト

で

要
求

を

取

り

出

し
、
拡
大

へ
と

つ
な
げ

て
い

き
た

い
。

で
働

い
て
い
た
が
、
ど
の
国

の
子
ど
も
た
ち
も
心
の
持
ち

よ
う
に
違

い
が
な

い
と
教
育

現
場
で
は
理
解
し
て
い
る
。

県
交
渉
で
は
、
事
務
職
員

補
助
員

の
待
遇
改
善
に
取
り

組
み
、
忌
引
休
暇
を
2
日
か

ら
7
日
に
で
き
た
。

県
内
で
学
力
テ
ス
ト
が
実

施
さ
れ
た
。
テ
ス
ト
に
参
加

す
れ
ば
、
教
員
を
増
や
す
こ

と
を
県
教
委
が
打
ち
出
し
、

参
加
を
誘
導
し
て
い
る
。

み
え
労
連
の
財
政
充
実

に
努
力
を

子
ど
も
子
育

て
新

シ
ス
テ

ム
は
保
育
破
壊
そ
の
も
の
。

親
は
自
ら
入
園
施
設
を
探
し

歩
く
こ
と
に
な
る
。

保
育

の
経
費

の
ほ
と
ん
ど

が
人
件
費
だ
が
、
企
業
が
入

れ
ば

非
正
規
保
育

士
を
雇

い
、
補
助
金
を
利
益
に
繰
り

入
れ
る

こ
と
も

可
能

と
な

る
。
こ
の
法
案
阻
止
の
た
め
、

地
域
単

位

で
学
習
会

を
行

い
、
2
年
間
で
8
万
筆

の
署

名
を
集
め
て
き
て
、
四
日
市

市
議
会
で
は
意
見
書
が
採
択

さ
れ
た
。

ク

賃
下
げ
反
対
闘
争

へ

し4～

国公

鍬田代議員

北勢労連
稲垣代議員

 

教
育
現
場
の
中
で
取
り
組
む

み
え
労
連

へ
の
会
費
納
入

人
員
率

は

50
%
を
切

っ
て

い
る
。
す
べ
て
の
組
合
が
納

入
人
員
率
を

50

%
以
上
と

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
努
力

し
て
ほ
し
い
。

サマーセミナーは,毎 年ブロック(受 勤.石 川.岐 早

綱 ・密山鴫 井三隻)の静 着ドの欄 嬉つこい謬 ぴ

撫 する企虜です。鋼 回 婦 の纏 懇えて、一纏

輪し、=櫓鉄しあえる伸聞起つくってみましょう!

あなた鍵 ひ拳加して勢ませ肋 ゆ

日時:2012年9月21日(金)～ ・23日(日)

瓢1蝿熱 灘歯

教育ネ ッ ト

カロ藤イ」℃言義員

 

日
東
電
工
労
組
と
の
交
流

で
、
労
組
の
重
要
性
を
再
認

識
し
た
。

外
国
籍
児
童
の
多
い
学
校

人
事
院
勧
告
が

出
さ

れ

ず
、
国
会
で
国
家
公
務
員
の

賃
下
げ
が
決
め
ら
れ
た
。

賃
下
げ
率
で
は

「重
大
な

懲
戒
処
分
を
受
け
た
」
と
き

と
同
じ
も
の
。
新
採
も
ー
ケ

月
分
の
給
与
が
削
減
さ
れ
て

い
る
。
震
災
復
興
名
目
な
の

に
東
北
3
県
で
働

い
て
い
る

人
も
対
象
と
な

っ
て
い
る
。

反
撃

の
裁
判
を
始
め
て
、

8
月
中
に
第

1
回
法
廷
が
開

か
れ
る
。

地
域
主
権
改
革
で
は
、
予

算
も
人
も
地
域
に
は
渡
さ
な

討
論
の
ま
と
め

8月25日(土)26日(日)日 本

母親 大会 が新潟 で行 われ 、のべ1

万3,200人 が参加。三重県 か らも

30人 が参加。

記 念 講 演 で は ジ ャー ナ リス

ト・斎藤 貴男 さんが、格差 と貧 困

を拡大 させ るアメ リカや財界主

導の政治 の害悪 を批判。すべ て

の人が幸せ にな る社 会 をめ ざそ

うと呼びか けた。

みえ労連

臼井事務局長

 

単
産

・
単
組
か
ら
の
納
入

率
を

80
%
と
す
る
こ
と
が

目
標
。
現
状
は

50
%
を
切

る
。
非
正
規
の
組
合
員
が
増

え
、

一
方

で
国
公
の
よ
う
に

新
採
の
縮
小
で
人
員
が
減
少

官邸前行動連帯集会
　 　 へ

響 華L一 甕
9月7日(金)津 市 まんなか広

場で、再稼動反 対 ・三重 に原発

はい らない、官邸前行動連帯集

会 が行 われ た。 県内 か ら150人

が集 ま り、1分 間ス ピー チや 自

作 の プ ラカ ー ドで 「原 発 な く

せ」の意思表示。次 回は、10月

12日(金)17:30～ まんなか広場。

三 重 県 医 労 連 定 期 大 会

9月8日(土)県 医労連が定期

大会開催。新たな方針を決定し

新委員長 に辻 ま り子 さんを選

出。書記長は引き続き瀬尾知広

さん。

し
て
い
る
。
厳
し

い
が

50

%
以
上
納
入
に
ご
尽
力

い
た

だ
き
た

い
。

専

門
部

に

つ
い
て
は
定
例

化
を
目
指
す
。

本

日
は

14

人
か

ら

発

言

を
受
け
た
。

中
勢
地
域
労
組

の
外

国
人

組
合

の
状
況
は
、
全
国

か
ら

注
目
さ
れ

て
い
る
。

橋
下
大
阪
市
長

は
自

己
責

任
を
追
求
し

て
公
務

職
場

の

バ

ッ

シ

ン
グ

を

進

め

て

い

る
。

こ
れ
を
許

し
て
は
な

ら

な

い
。
彼
は
、
公
務

員
が
市

民

に
命
令
す

る
こ
と

を
求

め
、

職
員

は
市
民
と
と
も

に
働

く

職
場
を
目
指
し
て

い
る
。

格
差
集
会

に

つ
い
て
調
査

し
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

T
P
P
で
は
、
タ

バ

コ
外

箱

の
「害
が
あ

る
」
と

い
う

文

章

が

き

つ
い

こ
と

を

理
由

に
、
オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
は
タ

バ

コ
会
社
か
ら
提
訴
さ

れ
て

い
る
。

I
S
D
S
条
項

に

つ

い
て
こ
の
よ
う

に
な

る
こ
と

を
周
知
し
て

い
き
た

い
。

今
期
で
退
任
す
る
役
員

退任する祖父江、三好両氏

 

今
期
で
役
員
を
退
任
さ
れ

る
医
労
連
の
平
田
さ
ん
、
建

交
労
の
三
好
さ
ん
、
自
治
労

連
の
祖
父
江
さ
ん
が
紹
介
さ

れ
、
代
表
で
建
交
労
三
好
さ

ん
が
挨
拶
。

入
社
し
て
す
ぐ
、
労
組
の

執
行
委
員
に
手
を
挙
げ
た
地

で
あ
る
。
原
点
で
あ

っ
た
こ

の
地
で
退
任
の
挨
拶
を
す
る

こ
と
に
な

っ
た
。

み
な
さ
ん
組
合
に
は
自
ら

進
ん
で
入

っ
た
の
だ
か
ら
楽

し
く

や

っ
て
ほ
し

い
、
と

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。

寿

町
か

ら

▽

9
月

1
日
は

「防

災

の

日
」
、
3
日
は
日
本
が
第
二

次
大
戦

の
降
伏

文
書

に
署

名
し
た
日
で
あ
る
。

▽

「防
災

の
日
」
は
関
東

大
震
災
を
記
念
し
て
制
定

さ
れ
た
が
、

21
世
紀

に
生

き
る
わ
れ
わ
れ
は
、

3
月

11
日
を

「防
災

の
日
」
と

し
た
い
。

▽
関
東
大
震
災

で
は
地
震

に
よ
る
火
災
で
多
数

の
死

者
を
出
し
た
が
、
3
月

11

日
は
、
地
震
と
津
波

の
被

害
以
外
に
、
原
発
事
故
と

い
う

「
人
災
」
が
加
わ

っ

た
こ
と
が
、
そ
の
理
由
で

あ
る
。

▽
安
全
神
話
を
ふ
り
ま
き

有
数

の
地
震

・
津
波
国
で

あ
る
日
本
に
原
発
を
設
置

す
る
に
は
、
そ
れ
ら
に
対

す
る
万
全

の
対
策
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
無
視

し
、

企
業

の
利
益
を
優
先
さ
せ

て
き
た
、
政
治
家
や
電
力

業
界
の
人
た
ち

の
罪
は
大

き

い
。

▽
終
戦

の
日
に

「
一
死
大

罪
を
謝
す
」
と
言

っ
て
割

腹
自
決
を
し
た
陸
軍
幹
部

が

い
た
が
、
原
発
推
進
派

の
東
電
幹
部
や
政
治
家
は

そ
の
よ
う
な
気
概
を
持

っ

た
責
任

の
取
り
方
を
し
て

い
た
だ
き
た

い
。

▽
電
気
事
業
連
合
会

の
発

表
に
よ
れ
ば
、
猛
暑
が
続

い
た
こ
の
夏

で
も
、
企
業

や
市

民
の
節
電
意
識
の
高

ま
り
で
、
原
発
が
な
く

て

も
電
力
供
給
に
心
配
が
な

い
こ
と
が
判
明
し
た
。

▽
今

こ
そ
、
原
発
廃

止
の

政
策
を
推
進
す

る
時

で
あ

る
。

(島
)

編
集

後

記

定

期
総
会

を
終

了
し
、

新

し

い
役
員
体

制

で
活
動

が
始

ま

り
ま

し
た
。

こ
れ

か
ら

も
組
合

の
活
動

を
掲

載
し
て
い
き
ま
す

(
K
)


